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「お客様の変革を実現するシステム開発」と 
「技術のトレンドを先読みした先進サービス開発」を実践するNTTデータのR&D
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どの研究開発と普及展開に取り組ん

でいます。IT基盤領域では、クラウ

ドやM2M、次世代ネットワーク基盤

といった次世代ITアーキテクチャの

研究開発に加え、セキュリティ技術

の開発にも取り組んでいます。

－環境の変化を踏まえた技術開発

本部様の重点施策についてお聞かせ

ください。

木谷 グローバルIT企業の中でトッ

プ５入りを実現するためには、競合

他社との技術優位性を確保する必要

があります。このため、特にソフト

ウェア開発領域と IT活用領域の

R&Dを強化・加速し、ソフトウェア

生産技術の革新による生産性向上と

工期短縮、および新サービスの提供

による事業拡大を目指します。IT基

盤領域はNTTの研究所と連携して効

率的なR&Dを実施していきます。図

２に重点R&D施策を掲げています。

います（図１参照）。

ソフトウェア開発領域では、開発

の抜本的生産性向上を実現するため

の開発ツールや開発環境及びシステ

ムライフサイクルの全フェーズを統

合管理するソリューションの研究開

発と普及展開に取り組んでいます。

プロジェクトマネジメント領域で

は、プロジェクト管理・開発手順、

開発データに基づく定量的な見積り

手法の開発、開発プロセスの改革に

よる工期短縮の実現など実証的な研

究開発に取り組んでいます。IT活

用領域では、ビジネスインテリジェ

ンスとビジネスアナリティクス技

術、情報の構造化や文書処理技術な

－はじめに、技術開発本部様の

R&Dの最近の状況からお聞かせく

ださい。

木谷 私ども技術開発本部は、

NTTデータのR&D部門として「お

客様の変革を実現するシステム開

発」と「技術トレンドを先読みした

先進的なサービス開発」の２つの視

点から、NTTデータの事業活動に

貢献するR&D活動を実施していま

す。現在、ソフトウェア開発、プロ

ジェクトマネジメント、IT活用、

IT基盤の４領域のR&Dに注力して

ソフトウェア開発、プロジェクトマネジメント、IT活用、IT基盤の4領域でR&D活動を
積極展開するNTTデータの技術開発本部。「お客様の変革を実現するシステム開発」と
「技術のトレンドを先読みした先進サービス開発」を実践する技術開発本部の取組みを
木谷強本部長にうかがった。

生産技術革新とサービス提供
能力向上のR&Dに注力し、
グローバルへも展開

4つの領域でR＆D活動を推進

㈱NTTデータ
技術開発本部長

木谷強氏

特にソフトウェア開発とIT活用の
R&Dに注力

―はじめに、技術開発本部様のR&D

の最近の状況からお聞かせくださ

い。

―環境の変化を踏まえた技術開発本

部様の重点施策についてお聞かせく

ださい。
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図1 NTTデータの価値提供モデル
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生産技術革新に関しては、すでに

社内プロジェクトで開発自動化ツー

ルの活用が進んでいますが、これを

さらに加速・拡大していきたいと考

えています。また、稼動中の情報シ

ステムを分析するリバースエンジニ

アリング技術とソースコードを自動

生成するツールとの連動にも取り組

んでいます。

－ IT活用の領域で特に注力され

るテーマは・・・・。

木谷 ビッグデータに対するマイニ

ングと最適化です。これはビジネス

インテリジェンスにおける単なる情

報の可視化とは異なり、次に何が起

こるかをプロアクティブに予測し意

思決定の最適化やシステムの制御に

活用するもので、ビ

ジネスアナリティク

ス（BA）と呼ばれて

います。これまでに、

橋梁モニタリングシ

ステム「BRIMOS」

で、CEP（Complex

Event Processing）

を活用した大規模リ

アルタイムデータ分析に基づくプロア

クティブな橋梁の異常検知処理が実現

可能であることを実証しました。また、

道路の渋滞を予測し信号などの交通を

制御するシステムや、各種の情報源か

らのデータを利用した重要予測、さら

には複雑な制約条件を充足する要員ス

ケジューリングなどのビッグデータ＋

BAに取り組んでいきます。さらに、

ビッグデータを収集し活用するプラッ

トフォームについても全社の「M2M

クラウド推進室」と連携して取り組ん

でいます。

－“One NTT DATA”として、

グループをあげてグローバル戦略を

加速されていますが、R&D領域で

のグローバル化の状況をお聞かせく

だ

木谷 私どものR&D成果を国内グ

ループ会社はもとより、海外グルー

プ会社へも提供するという取組みを

始めています。これまでは、

TERASOLUNAのようなソフトウ

ェア開発に関する既存技術の横展開

活動が中心でした。最近では海外グ

ループ個社や地域での多様なニーズ

や戦略が顕在化してきており、海外

グループ会社と協力しながらツール

と手順のカスタマイズや普及展開

の活動を行っています。その代表

的な例として、海外グループ会社

と連携してテストの自動化を進める

「Testing Global One Team」の

活動（図３）や、小規模・短期開

発案件が多い東南アジア地域の市

場 特 性 に 合 わ せ た 開 発 手 順

「TERASOLUNA SS」の開発・適

用があげられます。また 2010年度

から、海外グループ企業からR&D

提案を受け付ける活動として

「Global R&D Initiative」を開始し

ました。

－最後に、2012年の抱負をお聞

かせください。

木谷 生産技術の革新とサービス提

供能力の向上に注力していきます。

また、中長期的な技術開発を実施す

るため、人材や実証実験の場を求め

て海外でのR&D活動を加速したい

と考えています。

－本日は有難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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図2 重点R&D施策

―最後に、2012年の抱負をお聞か

せください。

―本日は有難うございました。

グローバル化への対応を加速

図3 Testing Global One Teamミーティング
（2011年8月 トロントにて）

―IT活用の領域で特に注力されるテ

ーマは・・・・。

―“One NTT DATA”として、グル

ープをあげてグローバル戦略を加速

されていますが、R&D領域でのグロ

ーバル化の状況をお聞かせくださ

い。
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